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2012年度 上期
決算説明資料

保土谷化学工業株式会社
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業績概要 (連結)

連　結
2011年度

上期
2012年度

上期
前年同期比

売 上 高 17,173 16,811 ▲ 361

営 業 利 益 452 145 ▲ 307

経 常 利 益 200 ▲ 65 ▲ 266

当 期 利 益 570 ▲ 1,143 ▲ 1,714

単位：百万円

表示：百万円未満切捨
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2012年度上期 決算概要

・売上高は、
SFC子会社化（前期は2Qより）等があったが、
HCCの販売不振などで、減収

・営業利益・経常利益は、
売上減少や稼動減少による固定費増加で、減益

・当期純利益は、
前年同期に、ＳＦＣ・ＨＡＴの株式追加取得
（株式の段階取得差益）622百万等による特別利益の
計上があったものの、当期は大きな特別利益の計上が
ないこと、また、当期は株式評価損560百万等に
よる特別損失の計上があり、減益
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スピロン染料、カチロン染料、塩基性染料、食品添加物

PTG（ｳﾚﾀﾝ原料）、接着剤、剥離剤、硬化剤

ウレタン系・セメント系の土木・建築用材料、工事

過酸化水素および誘導品、工業用基礎原料

カーボンナノチューブ、危険物倉庫、研究開発業務の受託

主 要 製 品

ホスゲン誘導体、医薬・樹脂材料・電子材料用の中間体

トナー用電荷制御剤(CCA)、有機光導電体(OPC)材料

除草剤、殺虫剤

機能性色素

機能性樹脂

基礎化学品

その他

セグメント

ア グ ロ
サイエンス

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ材料

色素材料

特殊化学品

農薬

樹脂材料

工業薬品

事 業

建築材料

有機EL材料 有機EL材料

主 要 製 品
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セグメント別 売上高

数量差・構成差 売価差

機 能 性 色 素 4,628 4,607 ▲ 21 + 76 ▲ 97

機 能 性 樹 脂 5,718 5,753 + 34 + 43 ▲ 8

基 礎 化 学 品 3,889 3,600 ▲ 289 ▲ 293 + 4

アグロサイエンス 2,220 2,071 ▲ 149 ▲ 165 + 15

その他 715 779 + 63 + 63 　　　　　－

合計 17,173 16,811 ▲ 361 ▲ 275 ▲ 86

増減要因

単位：百万円／表示：百万円未満切捨

セグメント
2011年度

上期
2012年度

上期
前年同期比
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セグメント別 営業利益

数量差・構成差 売価差 原価差 販管費差

機 能 性 色 素 14 81 + 67 + 430 ▲ 97 ▲ 210 ▲ 55

機 能 性 樹 脂 102 110 + 7 + 67 ▲ 8 ▲ 43 ▲ 7

基 礎 化 学 品 129 115 ▲ 13 + 6 + 4 ▲ 55 + 31

アグロサイエンス 66 ▲ 191 ▲ 258 ▲ 291 + 15 + 8 +7

その他 150 146 ▲ 3 + 28 0 0 ▲ 31

合計 452 145 ▲ 307 + 129 ▲ 86 ▲ 299 ▲ 50

増減要因

単位：百万円／表示：百万円未満切捨

セグメント
2011年度

上期
2012年度

上期
前年同期比
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セグメント業績動向（機能性色素）

イメージング
材料

売上高
（左目盛）

営業利益
（右目盛）

・世界的な景気低迷による先行不透明感から、
需要が鈍化し、大幅に減少
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2012年度
上期
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色素材料
・文具用染料が、景気低迷により、減少
・アルミ着色用染料の海外需要が、伸張

有機EL材料 ・SFC社の売上が寄与し、増加

25 1

億円

0

30

10

20

2011
3Q

2011
4Q

2012
1Q

2012
2Q

億円

0

3

1

2



HODOGAYA CHEMICAL CO., LTD. 8

セグメント業績動向（機能性樹脂）

樹脂材料

売上高
（左目盛）

営業利益
（右目盛）

・顧客の生産調整により、接着剤が減少

2011年度
上期

2012年度
上期
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特殊化学品
・樹脂関連分野の需要は、伸び悩み
・医薬品分野の需要は、回復

建築材料
・材料販売は、ウレタン系防水材での

改修物件の獲得により、増加
・工事は、大型物件を獲得
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セグメント業績動向（基礎化学品）

過酸化水素

売上高
（左目盛）

営業利益
（右目盛）

・動物用医薬品の展開により、増加
・主力の紙パルプ・工業薬品分野が低迷

2011年度
上期

2012年度
上期

億円

0

億円

0

30 3.0

億円

0

10

20

2011
3Q

2011
4Q

2012
1Q

2012
2Q

億円

0

1

2

40 4.0
30 3

20 2.0

10 1.0

その他
工業薬品

・他社参入により、受注の獲得が出来ず、
大幅減少
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セグメント業績動向（アグロサイエンス）

アグロ
サイエンス

売上高
（左目盛）

営業利益
（右目盛）

・原発事故の風評被害で停止していた
輸出が再開

・殺虫剤は、伸張
・家庭園芸用除草剤は、
顧客の生産調整により、大幅に減少
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